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１４歳といえば昔は「元服」といって今の成人式にあたる時期でした。（元服の年齢は諸説あるようで
すが・・。）その元服の時に、『志』を立てたそうです。１４歳になり、大人への階段を上り始めた今、
２年生も自分の心の支えとなる『志』を立てました。これからの人生の中で、いくつもの困難にぶつかっ
たときや勝負の時に、心の支えとなる言葉です。みんな一人ひとり、真剣に考え、自分が目標とする言葉
を立派な文字で書いていました。各教室の廊下に掲示してありますので、授業参観の日にぜひご覧くださ
い。また、前に「深イイ話」というテレビ番組で、興味深いことを話していたので紹介します。
みなさんもご存じのウサギとカメの話です。ウサギとカメはある日競争をし、断トツで早いウサギが寝

ている間にカメに抜かされてしまうというお話です。そこには「油断大敵」や「怠けていてはいけない」
という教訓がありますが、これとは違うもう一つの教訓があるそうです。ウサギはカメだけを見て走って
いたため、大差をつけたと同時に勝利を確信し寝てしまいました。しかしカメは少しでも早くゴールしよ
うと、ウサギに抜かされても一生懸命ゴールだけを目指して走りました。ゴールを目指して、あきらめ
ることなく最後まで走り切ったのです。ゴールを目指し、努力を続けることで大切なのは、他人と比べ
ての優劣ではなく、しっかりした目標とその達成のためにベストを尽くすことだということです。
私達はすぐに他人と自分を比較します。他人と比べて自分は進んでいるか、遅れているか、それが自

分の努力における達成度の目安となります。そして人より進んでいれば安心し、遅れていれば不安になっ
たり、あきらめたりしてしまいます。でも人間は一人一人持っているものが違います。得意な分野と苦
手な分野を必ず持っています。成長するスピードも人それぞれです。人生というレースでは、そういう
多様な人間を同じ土俵の上で比べても、それはあまり意味がないということになるのです。
今回の「立志書」で立てた決意は、「理想の自分」という目標（ゴール）を達成するために決めたもの

です。それは生活態度だったり、心構えだったり、学習だったり…いろいろあると思います。でもこれ
からその努力をしていく中で、他人との差というものを感じるときが来るかも知れません。もしかした
ら差が大きすぎて、優越感や劣等感のような気持ちにまで発展するかもしれません。でも「理想の自分」
という目標（ゴール）の達成において、その差は大
きな問題ではありません。大事なのは、常に目標達
成のために今しなければならない努力をし続けるこ
と、他人との比較で一喜一憂せず、自分の決めたゴ お忙しいとは思いますが、今年度最後の授業
ールをしっかり目指すことなのです。その気持ちさ 参観になります。ぜひ参観をお願いします。
え持ち続ければ、このカメのように、途中であきら ○参観授業：１３：１５～１４：０５
めることなく努力を続け、見事ゴール（目標達成） １ 組・・・英 語（教 室）
できるはずです。 ２ 組・・・保健体育（体育館）
残り１年となった中学校生活。義務教育集大成の ３ 組・・・数 学（教 室）

時です。でも、本当のゴールはまだまだ遠いところ ４ 組・・・理 科（理科室）
にあります。自分のペースを保ちつつ、でも遅れて 大 空・・・学 活（教 室）
いるところは積極的に人に習う気持ちを持って、 ○学年懇談会：１４：３０～１５：３０
ゴールを目指していきましょう。その中でお互いに ２階中央ホール
協力・感謝し高め合える、そんな学年を ○PTA運営委員会：１５：４５～１６：４５
作っていってほしいと思います。 ＊学年委員長さんのみ出席

月 日 曜日 学 校 行 事 時間割 備 考
２／１７ 月 卒業式全体練習⑥ 短学活、清掃終了後 月１２３４５総 短縮授業

１８ 火 生徒会総会 清掃なし 火１２３４生徒会総会 短縮授業
１９ 水 水１２３４５月６
２０ 木 卒業式練習⑥ 短学活、清掃終了後 木１２３４５総 短縮授業
２１ 金 授業参観 学年懇談会 PTA運営委員会 金１２３４参観 短縮授業
２２ 土
２３ 日 天皇誕生日


